
(57)【要約】

【課題】人手によること無く、患者の痰詰りの有無を性

格に検出することが出来る痰の詰り検出装置の提供。

【解決手段】患者（１）の呼吸音を計測する呼吸音セン

サ（例えば、マイクロフォン等の音声センサ２）と、患

者（１）の胸郭部の運動における加速度を検出する加速

度センサ（３）と、呼吸音センサ（２）及び加速度セン

サ（３）の計測結果に基いて患者（１）が痰詰り状態で

あるか否かを判断する制御手段（コントロールユニット

４）とを備え、該制御手段（４）は、呼吸音センサ（２

）及び加速度センサ（３）の計測結果から求められた音

量データ、周波数データ、加速度データの各々を閾値と

比較して、痰が詰まった状態か否かを判定する様に構成

されていることを特徴としている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 の 呼 吸 音 を 計 測 す る 呼 吸 音 セ ン サ と 、 患 者 の 胸 郭 部 の 運 動 に お け る 加 速 度 を 検 出 す る
加 速 度 セ ン サ と 、 呼 吸 音 セ ン サ 及 び 加 速 度 セ ン サ の 計 測 結 果 に 基 い て 患 者 が 痰 詰 り 状 態 で
あ る か 否 か を 判 断 す る 制 御 手 段 と を 備 え 、 該 制 御 手 段 は 、 呼 吸 音 セ ン サ 及 び 加 速 度 セ ン サ
の 計 測 結 果 か ら 求 め ら れ た 音 量 デ ー タ 、 周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ の 各 々 を 閾 値 と 比 較
し て 、 痰 が 詰 ま っ た 状 態 か 否 か を 判 定 す る 様 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 痰 詰 り 検
出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 呼 吸 音 セ ン サ 及 び 加 速 度 セ ン サ の 計 測 結 果 か ら 求 め ら れ た 音 量 デ ー タ 、
周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ 、 音 量 閾 値 、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と
、 当 該 音 量 閾 値 、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 の 各 々 を 決 定 す る 閾 値 決 定 手 段 と を 備 え て お り
、 該 閾 値 決 定 手 段 は 、 記 憶 手 段 を 介 し て 入 力 さ れ る 音 量 デ ー タ 、 周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ
ー タ を 痰 詰 り 時 デ ー タ と 通 常 時 デ ー タ と に 分 類 す る デ ー タ 分 別 部 と 、 痰 詰 り 時 デ ー タ に 分
類 さ れ た 音 量 デ ー タ 、 周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ を 記 憶 す る 痰 詰 り 時 デ ー タ 記 憶 部 と 、
通 常 時 デ ー タ に 分 類 さ れ た 音 量 デ ー タ 、 周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ を 記 憶 す る 通 常 時 デ
ー タ 記 憶 部 と 、 痰 詰 り 時 デ ー タ に 分 類 さ れ た デ ー タ と 通 常 時 デ ー タ に 分 類 さ れ た デ ー タ と
を 比 較 す る 比 較 部 と 、 該 比 較 部 の 比 較 結 果 に 基 い て 音 量 閾 値 、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 を
決 定 す る 決 定 部 、 と を 有 し て い る 請 求 項 １ の 痰 詰 り 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 呼 吸 音 セ ン サ 及 び 加 速 度 セ ン サ の 計 測 結 果 か ら 求 め ら れ た 音 量 デ ー タ 、
周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ の 各 々 と 、 閾 値 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ た 音 声 閾 値 、 周 波 数
閾 値 、 加 速 度 閾 値 と を そ れ ぞ れ 比 較 し て 、 音 声 、 周 波 数 、 加 速 度 の 全 て が 痰 詰 り 状 態 の 範
囲 内 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に の み 、 痰 が 詰 ま っ た 状 態 で あ る と 判 断 す る 様 に 構 成 さ れ て
い る 請 求 項 １ 、 ２ の 何 れ か １ 項 の 痰 詰 り 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
閾 値 決 定 手 段 に よ り 閾 値 が 決 定 さ れ る 以 前 の 段 階 で 、 痰 詰 り 時 或 い は 通 常 時 の 何 れ か に 操
作 さ れ 、 前 記 デ ー タ 分 別 部 に 対 し て 信 号 を 出 力 す る 様 に 構 成 さ れ た 外 部 入 力 手 段 を 有 す る
請 求 項 ２ の 痰 詰 り 検 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 分 野 】
本 発 明 は 、 病 人 の 喉 に 痰 が 詰 ま っ た こ と を 検 知 す る 技 術 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
体 力 が 弱 っ た 病 人 に と っ て 、 痰 が 喉 に 詰 ま る こ と は 非 常 に 危 険 で あ る 。 詰 ま っ た 痰 を 自 力
で 排 除 す る こ と が 出 来 な い の で 、 呼 吸 困 難 に 陥 り 、 危 険 な 状 態 に 陥 っ て し ま う か ら で あ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の た め 、 痰 を 自 力 で 排 除 で き な い 程 度 に 体 力 が 弱 っ た 病 人 に は 、 ２ ４ 時 間 に 亘 っ て 介 護
の 者 が つ き 、 患 者 が 痰 詰 ま り 状 態 と な っ た 際 に は 直 ち に 医 師 或 い は 看 護 婦 等 の 医 療 ス タ ッ
フ に 連 絡 し て 、 患 者 の 喉 か ら 痰 を 排 除 す る の に 必 要 な 処 置 を 施 す 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ こ で 患 者 の 近 傍 に ２ ４ 時 間 に 亘 っ て 誰 か が 付 き 添 い 、 患 者 の 状 態 が 急 変 し な い か 否 か を
観 察 す る こ と は 、 付 き 添 い を す る べ き も の に と っ て 、 体 力 的 、 精 神 的 に 非 常 な 負 担 を 強 い
る こ と と な る 。
係 る 負 担 を 軽 減 す る た め 、 付 添 い 人 に 頼 る こ と 無 く 、 痰 の 詰 り を 的 確 に 検 出 す る こ と の 出
来 る 技 術 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 患 者 の 痰 詰 り 状 態 を 正 確 に 検 出 す る こ と が 出 来 る 技 術 は 、 実 用 化 が さ れ て い な い
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と い う の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
た と え ば 、 呼 吸 状 態 を モ ニ タ リ ン グ す る 技 術 は 提 案 さ れ て い る が （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、
呼 気 に お け る 二 酸 化 炭 素 量 の 計 測 を 目 的 と す る も の で あ り 、 患 者 の 痰 詰 り 状 態 を 検 出 す る
こ と は 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 非 特 許 文 献 】
医 薬 の 門 ２ ０ ０ １ 年 　 Ｖ Ｏ Ｌ ４ １ 　 第 ４ ７ 頁 ～ 第 ５ １ 頁
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 提 案 さ れ た も の で あ り 、 人 手 に よ る こ と 無
く 、 患 者 の 痰 詰 り の 有 無 を 正 確 に 検 出 す る こ と が 出 来 る 痰 の 詰 り 検 出 装 置 の 提 供 を 目 的 と
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
発 明 者 は 種 々 研 究 の 結 果 、 痰 が 詰 ま っ た 状 態 で は 、 呼 吸 音 に 特 有 の 乱 れ が 生 じ る と 共 に 、
痰 を 排 出 し よ う と し て 胸 郭 部 に 特 有 の 動 き が 発 生 す る こ と に 着 目 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 痰 の 詰 り 検 出 装 置 （ Ａ ） は 、 患 者 （ １ ） の 呼 吸 音 を 計 測 す る 呼 吸 音 セ ン サ （ 例 え
ば 、 マ イ ク ロ フ ォ ン 等 の 音 声 セ ン サ ２ ） と 、 患 者 （ １ ） の 胸 郭 部 の 運 動 に お け る 加 速 度 を
検 出 す る 加 速 度 セ ン サ （ ３ ） と 、 呼 吸 音 セ ン サ （ ２ ） 及 び 加 速 度 セ ン サ （ ３ ） の 計 測 結 果
に 基 い て 患 者 （ １ ） が 痰 詰 り 状 態 で あ る か 否 か を 判 断 す る 制 御 手 段 （ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ
ト ４ ） と を 備 え 、 該 制 御 手 段 （ ４ ） は 、 呼 吸 音 セ ン サ （ ２ ） 及 び 加 速 度 セ ン サ （ ３ ） の 計
測 結 果 か ら 求 め ら れ た 音 量 デ ー タ 、 周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ の 各 々 を 閾 値 と 比 較 し て
、 痰 が 詰 ま っ た 状 態 か 否 か を 判 定 す る 様 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る （ 請 求 項
１ ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 前 記 制 御 手 段 （ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ） は 、 呼 吸 音 セ ン サ （ ２ ） 及 び 加 速 度 セ
ン サ （ ３ ） の 計 測 結 果 か ら 求 め ら れ た 音 量 デ ー タ 、 周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ 、 音 量 閾
値 、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 （ デ ー タ ベ ー ス １ ０ ） と 、 当 該 音 量 閾 値
、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 の 各 々 を 決 定 す る 閾 値 決 定 手 段 （ １ １ ） と を 備 え て お り 、 該 閾
値 決 定 手 段 （ １ １ ） は 、 記 憶 手 段 （ デ ー タ ベ ー ス １ ０ ） を 介 し て 入 力 さ れ る 音 量 デ ー タ 、
周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ を 痰 詰 り 時 デ ー タ と 通 常 時 デ ー タ と に 分 類 す る デ ー タ 分 別 部
（ １ １ ａ ） と 、 痰 詰 り 時 デ ー タ に 分 類 さ れ た 音 量 デ ー タ 、 周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ を
記 憶 す る 痰 詰 り 時 デ ー タ 記 憶 部 （ １ １ ｂ ） と 、 通 常 時 デ ー タ に 分 類 さ れ た 音 量 デ ー タ 、 周
波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ を 記 憶 す る 通 常 時 デ ー タ 記 憶 部 （ １ １ ｃ ） と 、 痰 詰 り 時 デ ー タ
に 分 類 さ れ た デ ー タ と 通 常 時 デ ー タ に 分 類 さ れ た デ ー タ と を 比 較 す る 比 較 部 （ １ １ ｄ ） と
、 該 比 較 部 （ １ １ ｄ ） の 比 較 結 果 に 基 い て 音 量 閾 値 、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 を 決 定 す る
決 定 部 （ １ １ ｅ ） 、 と を 有 し て い る の が 好 ま し い （ 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 前 記 制 御 手 段 （ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ） は 、 呼 吸 音 セ ン サ （ ２ ） 及 び 加 速 度 セ ン
サ （ ３ ） の 計 測 結 果 か ら 求 め ら れ た 音 量 デ ー タ 、 周 波 数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ の 各 々 と 、
閾 値 決 定 手 段 （ １ １ ） に よ り 決 定 さ れ た 音 声 閾 値 、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 と を そ れ ぞ れ
比 較 し て 、 音 声 、 周 波 数 、 加 速 度 の 全 て が 痰 詰 り 状 態 の 範 囲 内 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に
の み 、 痰 が 詰 ま っ た 状 態 で あ る と 判 断 す る 様 に 構 成 さ れ て い る の が 好 ま し い （ 請 求 項 ３ ）
。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 閾 値 決 定 手 段 （ １ １ ） に よ り 閾 値 が 決 定 さ れ る 以 前 の 段 階 で 、 痰 詰 り 時 或 い は 通
常 時 の 何 れ か に 操 作 さ れ 、 前 記 デ ー タ 分 別 部 に 対 し て 信 号 を 出 力 す る 様 に 構 成 さ れ た 外 部
入 力 手 段 （ ２ ０ ） を 有 す る の が 好 ま し い （ 請 求 項 ４ ） 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
係 る 構 成 を 具 備 す る 本 発 明 に よ れ ば 、 呼 吸 音 セ ン サ （ ２ ） に よ り 、 呼 吸 音 或 い は 咳 き 込 む
音 の 音 量 、 周 波 数 が 計 測 で き る の で 、 計 測 さ れ た 音 量 及 び 周 波 数 を 各 々 閾 値 と 比 較 し て 、
音 量 が 喉 詰 り 時 の 音 量 範 囲 内 で あ り （ 例 え ば 、 音 量 が 音 量 閾 値 以 上 で あ る 場 合 ） 、 且 つ 、
周 波 数 が 喉 詰 り 時 の 周 波 数 範 囲 内 に あ れ ば （ 例 え ば 、 周 波 数 が 周 波 数 閾 値 以 下 で あ る 場 合
） 、 通 常 の 呼 吸 で は な く 、 痰 詰 り 状 態 で あ る 可 能 性 が 高 い 。
そ れ と 共 に 、 例 え ば 患 者 （ １ ） の 胸 郭 部 （ １ ｂ ） に 取 り 付 け た 加 速 度 セ ン サ （ ３ ） に よ り
、 患 者 （ １ ） の 胸 郭 の 運 動 が 穏 や か で あ る か 急 激 で あ る か を 計 測 す る 。 こ こ で 、 痰 が 詰 ま
っ て 咳 き 込 ん だ り 、 も が い た り す れ ば 、 患 者 （ １ ） の 胸 郭 部 の 運 動 は 激 し く な り 、 そ の 加
速 度 も 大 き い 。 従 っ て 、 例 え ば 加 速 度 が 加 速 度 閾 値 以 上 で あ れ ば 、 計 測 さ れ た 加 速 度 が 痰
詰 り 状 態 で あ る 可 能 性 が 高 い 。
こ の 様 に 、 呼 吸 音 及 び 胸 郭 の 動 き の 両 面 か ら 、 痰 詰 り の 有 無 が 確 認 で き る の で 、 人 手 に よ
ら な く て も 、 痰 詰 り の 有 無 を 確 実 に 検 出 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ こ で 、 痰 詰 り 状 態 で あ る か 否 か は 、 患 者 毎 の 個 人 差 が 多 い 。 従 っ て 、 上 述 し た 音 量 、 周
波 数 、 加 速 度 の そ れ ぞ れ に つ い て の 閾 値 は 、 画 一 的 に は 求 め る こ と が 出 来 な い 。
し か し 、 本 発 明 で は 、 呼 吸 音 セ ン サ 及 び 加 速 度 セ ン サ で 計 測 し た デ ー タ を 、 痰 詰 り 時 デ ー
タ と 通 常 時 デ ー タ と に 分 類 し 、 両 者 を 比 較 し た 上 で 閾 値 を 決 定 し て い る 。
す な わ ち 、 本 発 明 に よ れ ば 、 患 者 一 人 毎 に 決 定 さ れ る 閾 値 は 別 個 の 数 値 と な る 。 そ の た め
、 患 者 毎 に 、 或 い は 、 ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で 、 最 も 適 切 な 閾 値 が 設 定 さ れ 、 誤 判 定 の 恐
れ が 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に お い て 、 全 体 を 符 号 Ａ で 示 す 痰 詰 ま り 検 出 装 置 は 、 患 者 １ の 咽 喉 １ ａ に 装 着 さ れ た
呼 吸 音 セ ン サ （ 音 声 セ ン サ ） ２ と 、 胸 郭 部 １ ｂ に 貼 り 付 け ら れ た 加 速 度 セ ン サ ３ と 、 痰 詰
ま り で あ る か 否 か を 判 定 す る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ 、 と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ は 、 各 患 者 個 別 の 呼 吸 音 の 音 量 の 閾 値 及 び 周 波 数 の 閾 値 と 患
者 の 胸 郭 部 の 加 速 度 の 閾 値 を 記 憶 し た デ ー タ ベ ー ス １ ０ と 、 外 部 入 力 手 段 に よ っ て 前 記 各
閾 値 を 決 定 す る 閾 値 決 定 手 段 １ １ と を 有 し て い る 。
更 に コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ は 、 前 記 音 声 セ ン サ ２ か ら の 情 報 に 基 づ き 患 者 １ の 発 す る 音
量 を 決 定 す る 音 量 決 定 ユ ニ ッ ト １ ２ と 、 そ の 決 定 さ れ た 異 常 時 、 ま た 通 常 時 の 音 量 と 前 記
デ ー タ ベ ー ス １ ０ に 記 憶 さ れ た 音 量 閾 値 と を 比 較 す る 音 量 比 較 ユ ニ ッ ト １ ３ と 、 前 記 音 声
セ ン サ ２ か ら の 情 報 に 基 づ き 患 者 １ の 発 す る 音 の 周 波 数 を 決 定 す る 周 波 数 決 定 ユ ニ ッ ト １
４ と 、 そ の 決 定 さ れ た 異 常 時 、 ま た 通 常 時 の 周 波 数 と 前 記 デ ー タ ベ ー ス １ ０ に 記 憶 さ れ た
周 波 数 閾 値 と を 比 較 す る 周 波 数 比 較 ユ ニ ッ ト １ ５ と 、 前 記 加 速 度 セ ン サ ３ か ら の 情 報 に 基
づ き 患 者 １ の 胸 郭 １ ｂ の 加 速 度 を 決 定 す る 加 速 度 決 定 ユ ニ ッ ト １ ６ と 、 そ の 決 定 さ れ た 異
常 時 、 ま た 通 常 時 の 胸 郭 １ ｂ の 加 速 度 と 前 記 デ ー タ ベ ー ス １ ０ に 記 憶 さ れ た 加 速 度 閾 値 と
を 比 較 す る 加 速 度 比 較 ユ ニ ッ ト １ ７ と 、 各 比 較 ユ ニ ッ ト １ ３ 、 １ ５ 、 １ ７ か ら の 比 較 情 報
に 基 づ き 、 患 者 が 異 常 で あ る か 否 か を 判 定 す る 判 定 ユ ニ ッ ト １ ８ と 、 異 常 が あ っ た 場 合 に
異 常 で あ る こ と を 警 報 す る 警 報 手 段 １ ９ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 閾 値 決 定 手 段 １ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ａ と 、 痰 詰 ま り 時 の デ ー
タ を 記 憶 す る 痰 詰 ま り 時 デ ー タ 記 憶 部 １ １ ｂ と 、 通 常 時 の デ ー タ を 記 憶 す る 通 常 時 デ ー タ
記 憶 部 １ １ ｃ と 、 痰 詰 ま り 時 デ ー タ と 、 通 常 時 の デ ー タ を 比 較 す る 比 較 部 １ １ ｄ と 、 比 較
し た 結 果 に 基 づ い て 、 音 量 閾 値 、 周 波 数 閾 値 及 び 加 速 度 閾 値 を 決 定 す る 決 定 部 １ １ ｅ と か
ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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す な わ ち 、 デ ー タ 分 別 部 １ １ ａ で 、 デ ー タ ベ ー ス １ ０ 経 由 で 送 出 さ れ た 音 量 デ ー タ 、 周 波
数 デ ー タ 、 加 速 度 デ ー タ を 、 通 常 時 の デ ー タ と 、 痰 詰 り 時 の デ ー タ と に 分 別 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
閾 値 を 決 定 す る 以 前 の 段 階 で は 、 患 者 １ に は オ ペ レ ー タ （ 図 示 せ ず ） が 付 き 添 っ て お り 、
患 者 １ が 痰 を 詰 ま ら せ た こ と を オ ペ レ ー タ が 確 認 し た な ら ば 、 外 部 入 力 手 段 ５ （ 図 １ 、 図
２ 参 照 ） を 操 作 し て 、 デ ー タ 分 別 部 １ １ ａ へ 信 号 を 送 る 。 す る と 、 デ ー タ 分 別 部 １ １ ａ は
、 外 部 入 力 手 段 ５ か ら 信 号 が あ る 場 合 の デ ー タ が 、 痰 詰 り 時 の デ ー タ と 認 識 し て 、 当 該 デ
ー タ を 痰 詰 り 時 デ ー タ 記 憶 手 段 １ １ ｂ に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
或 い は 、 上 記 と は 逆 に 、 通 常 時 の み 、 オ ペ レ ー タ が 外 部 入 力 手 段 ５ を 操 作 し 、 デ ー タ 分 別
部 １ １ ａ へ 信 号 を 送 っ て も よ い 。 す な わ ち 、 デ ー タ 分 別 部 １ １ ａ は 、 外 部 入 力 手 段 ５ か ら
信 号 が あ る 場 合 の デ ー タ が 、 通 常 時 の デ ー タ と 認 識 し て 、 当 該 デ ー タ を 通 常 時 デ ー タ 記 憶
手 段 １ １ ｃ に 記 憶 さ せ る 。 そ し て 、 外 部 入 力 手 段 ５ か ら 信 号 が 無 い 場 合 は 痰 詰 り 時 の デ ー
タ と 認 識 し て 、 当 該 デ ー タ を 痰 詰 り 時 デ ー タ 記 憶 手 段 １ １ ｃ に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
比 較 部 １ １ ｄ 及 び 決 定 部 １ １ ｅ で は 、 分 別 さ れ た 通 常 時 の デ ー タ と 、 痰 詰 り 時 の デ ー タ と
を 比 較 し て 、 閾 値 を 決 定 す る 。
係 る 比 較 、 決 定 に つ い て は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 に お け る 従 来 ・ 公 知 の 手 法 を そ の ま ま 適 用
す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 痰 が 詰 ま っ て も 通 常 時 で あ る と 判 断 す る こ と が 無 い 様 に 、 痰 詰 り 時 の デ ー タ が 全
て 包 含 さ れ る と い う 条 件 で 、 音 量 閾 値 、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 を そ れ ぞ れ 決 定 す る 。 こ
れ に よ り 、 誤 判 断 の 可 能 性 を 可 能 な 限 り 小 さ く す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 安 全 性 を 向 上 す る た め に 、 音 量 、 周 波 数 、 加 速 度 の 全 て に つ い て 、 痰 詰 り 時 の デ ー
タ が 全 て 包 含 さ れ る の み な ら ず 、 そ れ 以 外 の 音 量 、 周 波 数 、 加 速 度 で あ っ て も 痰 詰 り の 範
囲 内 で あ る と 判 断 す る よ う に 閾 値 を 設 定 し て 、 安 全 係 数 を 増 加 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
た だ し 、 こ こ の 閾 値 に つ い て は 、 患 者 １ の 状 態 に 対 応 し て ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で 決 定 さ
れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
決 定 さ れ た 音 量 閾 値 、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 の 各 々 は 、 デ ー タ ベ ー ス １ ０ で 記 憶 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
音 量 閾 値 、 周 波 数 閾 値 、 加 速 度 閾 値 の 各 々 が 、 デ ー タ ベ ー ス １ ０ で 記 憶 さ れ た 後 、 オ ペ レ
ー タ が 患 者 １ の 傍 に 居 な く て も 、 患 者 １ が 痰 詰 り 状 態 と な っ た か 否 か の 判 断 が 可 能 と な る
。
以 下 、 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト 及 び 図 １ を も 参 照 し て 閾 値 決 定 の 手 順 に つ い て 更 に 詳 し く 説
明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
先 ず 、 音 声 セ ン サ ２ 及 び 加 速 度 セ ン サ ３ の 計 測 結 果 を コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ に 入 力 し （
ス テ ッ プ Ｓ １ ） 、 前 記 音 量 決 定 ユ ニ ッ ト １ ３ 、 周 波 数 決 定 ユ ニ ッ ト １ ５ 、 加 速 度 決 定 ユ ニ
ッ ト １ ７ に よ っ て 夫 々 音 量 、 周 波 数 、 加 速 度 を 決 定 し た （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 後 、 そ の 値 を デ
ー タ ベ ー ス １ ０ に 記 録 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 デ ー タ 分 別 部 １ １ ａ に お い て 、 決 定 さ れ た 音 量 、 周 波 数 、 加 速 度 の デ ー タ と 痰 詰 ま
り の デ ー タ と に 分 類 し （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 、 通 常 時 の デ ー タ と 痰 詰 ま り 時 の デ ー タ と を 比 較
す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 音 量 、 周 波 数 、 加 速 度 の 各 々 に つ い て 閾 値 を 決 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 、 決 定 さ れ た
閾 値 を デ ー タ ベ ー ス １ ０ へ 発 信 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 、 更 に コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ は デ ー
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タ ベ ー ス １ ０ の 閾 値 を 更 新 す る か 否 か を 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 、 更 新 す る の で あ れ ば （
ス テ ッ プ Ｓ ７ の Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 再 び ス テ ッ プ Ｓ １ 以 下 を 繰 返 し 、 更 新 し な い の で あ れ ば （ ス テ
ッ プ Ｓ ７ の Ｎ Ｏ ） 、 制 御 を 終 了 す る 。
以 下 、 図 １ 及 び 図 ５ を 参 照 し て 、 痰 詰 ま り を 検 出 す る 手 順 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ３ で 示 す 様 に 患 者 １ の 咽 喉 部 １ ａ に 取 り 付 け ら れ た 音 声 セ ン サ ２ か ら 検 出 さ れ た 信 号 が
コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ の 音 量 決 定 ユ ニ ッ ト １ ２ 及 び 周 波 数 決 定 予 ニ ッ ト １ ４ に 入 力 さ れ
（ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 、 （ 呼 吸 音 或 い は 咳 き 込 む 音 の ） 音 量 、 周 波 数 が 決 定 さ れ る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ の 決 定 さ れ た 音 量 、 周 波 数 を 各 々 デ ー タ ベ ー ス で 記 憶 さ れ た 閾 値 と 比 較 し て 、 音 量 が 喉
詰 り 時 の 音 量 範 囲 内 で あ り （ 例 え ば 、 音 量 が 音 量 閾 値 以 上 で あ る 場 合 ） 、 且 つ 、 周 波 数 が
喉 詰 り 時 の 周 波 数 範 囲 内 に あ る （ 例 え ば 、 周 波 数 が 周 波 数 閾 値 以 下 で あ る 場 合 ） か 否 か を
判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。 判 定 の 結 果 、 音 量 が 音 量 閾 値 以 上 で あ り 、 且 つ 周 波 数 が 閾
値 を 上 回 れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ の Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ か ら 再 び 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ れ と 共 に 、 患 者 １ の 胸 郭 部 １ ｂ に 取 り 付 け た 加 速 度 セ ン サ ３ に よ り 、 患 者 １ の 胸 郭 の 運
動 が 穏 や か で あ る か 急 激 で あ る か を 計 測 し 、 そ の 計 測 結 果 が コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ の 加
速 度 決 定 ユ ニ ッ ト １ ６ に 入 力 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 、 加 速 度 の 大 き さ が 決 定 さ れ る （ ス
テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。
決 定 さ れ た 加 速 度 は デ ー タ ベ ー ス １ ０ に 記 憶 さ れ た 加 速 度 の 閾 値 と 比 較 さ れ る （ ス テ ッ プ
Ｓ １ ６ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
通 常 の 呼 吸 時 で あ れ ば 、 共 各 部 の 動 き は 緩 や か で あ り 、 計 測 さ れ る 加 速 度 は 小 さ い 。 痰 が
詰 ま っ て 咳 き 込 ん だ り 、 も が い た り す れ ば 、 患 者 の 胸 郭 部 の 運 動 は 激 し く な り 、 そ の 加 速
度 も 大 き い 。
従 っ て 、 例 え ば 加 速 度 が 加 速 度 閾 値 以 上 で あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ の Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 計 測 さ れ
た 加 速 度 が 痰 詰 り 時 の 加 速 度 範 囲 に あ る と 推 定 し て 、 す な わ ち 痰 詰 ま り が 発 生 し て い る と
判 断 し て 、 警 告 手 段 １ ９ を 作 動 さ せ て オ ペ レ ー タ 又 は 介 護 人 に 警 告 を 与 え た （ ス テ ッ プ Ｓ
１ ７ ） 後 、 制 御 を 終 了 す る 。
尚 、 加 速 度 が 閾 値 よ り も 小 さ け れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ の Ｎ Ｏ ） 、 患 者 １ に 痰 詰 ま り は 発 生
し て い な い と 判 断 し て 、 再 度 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ 以 下 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 示 の 実 施 形 態 で は 、 痰 詰 り 以 外 の 状 態 を 痰 詰 り 状 態 で あ る と 判 定 し て し ま う こ と を 防 止
す る た め 、 音 量 、 周 波 数 、 加 速 度 の 全 て が 痰 詰 り 範 囲 に あ る 場 合 に の み 、 患 者 が 痰 詰 り 状
態 に な っ た と 判 定 し て 、 警 報 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ こ で 、 警 報 （ 警 告 手 段 ） に つ い て は 、 ブ ザ ー そ の 他 の 音 声 発 生 手 段 に よ る 警 報 音 の 発 生
、 非 常 用 ラ ン プ の 点 灯 、 管 理 用 デ ィ ス プ レ イ に よ る 表 示 等 の 手 法 を と る こ と が 出 来 る 。 勿
論 、 そ の 他 の 手 法 を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 述 し た 実 施 形 態 の 痰 詰 ま り 検 出 装 置 に よ れ ば 、 呼 吸 音 セ ン サ ２ に よ り 、 呼 吸 音 或 い は 咳
き 込 む 音 の 音 量 、 周 波 数 が 計 測 出 来 る の で 、 計 測 さ れ た 音 量 及 び 周 波 数 を 各 々 閾 値 と 比 較
し て 、 音 量 が 喉 詰 り 時 の 音 量 範 囲 内 で あ り （ 例 え ば 、 音 量 が 音 量 閾 値 以 上 で あ る 場 合 ） 、
且 つ 、 周 波 数 が 喉 詰 り 時 の 周 波 数 範 囲 内 に あ れ ば （ 例 え ば 、 周 波 数 が 周 波 数 閾 値 以 下 で あ
る 場 合 ） 、 通 常 の 呼 吸 で は な く 、 痰 詰 り 状 態 で あ る 可 能 性 が 高 い 。
そ れ と 共 に 、 例 え ば 患 者 １ の 胸 郭 部 １ ｂ に 取 り 付 け た 加 速 度 セ ン サ ３ に よ り 、 患 者 １ の 胸
郭 の 運 動 が 穏 や か で あ る か 急 激 で あ る か を 計 測 す る 。 こ こ で 、 痰 が 詰 ま っ て 咳 き 込 ん だ り
、 も が い た り す れ ば 、 患 者 １ の 胸 郭 部 の 運 動 は 激 し く な り 、 そ の 加 速 度 も 大 き い 。 従 っ て
、 例 え ば 加 速 度 が 加 速 度 閾 値 以 上 で あ れ ば 、 計 測 さ れ た 加 速 度 が 痰 詰 り 状 態 で あ る 可 能 性
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が 高 い 。
こ の 様 に 、 呼 吸 音 及 び 胸 郭 の 動 き の 両 面 か ら 、 痰 詰 り の 有 無 が 確 認 出 来 る の で 、 人 手 に よ
ら な く て も 、 痰 詰 り の 有 無 を 確 実 に 検 出 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ こ で 、 痰 詰 り 状 態 で あ る か 否 か は 、 患 者 毎 の 個 人 差 が 多 い 。 従 っ て 、 上 述 し た 音 量 、 周
波 数 、 加 速 度 の そ れ ぞ れ に つ い て の 閾 値 は 、 画 一 的 に は 求 め る こ と が 出 来 な い 。
し か し 、 本 実 施 形 態 で は 、 呼 吸 音 セ ン サ ２ 及 び 加 速 度 セ ン サ ３ で 計 測 し た デ ー タ を 、 痰 詰
り 時 デ ー タ と 通 常 時 デ ー タ と に 分 類 し 、 両 者 を 比 較 し た 上 で 閾 値 を 決 定 し て い る 。
す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 患 者 一 人 毎 に 決 定 さ れ る 閾 値 は 別 個 の 数 値 と な る 。 そ の
た め 、 患 者 毎 に 、 或 い は 、 ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で 、 最 も 適 切 な 閾 値 が 設 定 さ れ 、 誤 判 定
の 恐 れ が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 示 の 実 施 形 態 は あ く ま で も 例 示 で あ り 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 限 定 す る 趣 旨 の 記 述 で は
な い 旨 を 付 記 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 作 用 効 果 を 以 下 に 列 挙 す る 。
（ １ ） 　 呼 吸 音 セ ン サ に よ っ て 呼 吸 音 及 び 胸 郭 の 動 き の 両 面 か ら 、 痰 詰 り の 有 無 が 確 認 出
来 る の で 、 人 手 に よ ら な く て も 、 痰 詰 り の 有 無 を 確 実 に 検 出 す る こ と が 出 来 る 。
（ ２ ） 　 詰 り 状 態 で あ る か 否 か は 、 患 者 毎 の 個 人 差 が 多 く 、 呼 吸 セ ン サ の 検 出 し た 音 量 、
周 波 数 、 加 速 度 の そ れ ぞ れ に つ い て の 閾 値 は 、 画 一 的 に は 求 め る こ と が 出 来 な い 。 し か し
、 本 発 明 で は 、 呼 吸 音 セ ン サ 及 び 加 速 度 セ ン サ で 計 測 し た デ ー タ を 、 痰 詰 り 時 デ ー タ と 通
常 時 デ ー タ と に 分 類 し 、 両 者 を 比 較 し た 上 で 閾 値 を 決 定 し て の で 、 患 者 一 人 毎 に 決 定 さ れ
る 閾 値 は 別 個 の 数 値 と な る 。 そ の た め 、 患 者 毎 に 、 或 い は 、 ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で 、 最
も 適 切 な 閾 値 が 設 定 さ れ 、 誤 判 定 の 恐 れ が 少 な く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 全 体 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 閾 値 決 定 手 段 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て 音 声 セ ン サ の 取 付 の 一 態 様 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 閾 値 を 決 定 す る 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 痰 の 詰 り を 検 出 す る 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ ・ ・ ・ 痰 詰 ま り 検 出 装 置
１ ・ ・ ・ 患 者
２ ・ ・ ・ 音 声 セ ン サ ／ 呼 吸 音 セ ン サ
３ ・ ・ ・ 加 速 度 セ ン サ
４ ・ ・ ・ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ／ 制 御 手 段
５ ・ ・ ・ 外 部 入 力 手 段
１ ０ ・ ・ ・ デ ー タ ベ ー ス
１ １ ・ ・ ・ 閾 値 決 定 手 段
１ ２ ・ ・ ・ 音 量 決 定 ユ ニ ッ ト
１ ３ ・ ・ ・ 音 量 比 較 ユ ニ ッ ト
１ ４ ・ ・ ・ 周 波 数 決 定 ユ ニ ッ ト
１ ５ ・ ・ ・ 周 波 数 比 較 ユ ニ ッ ト
１ ６ ・ ・ ・ 加 速 度 決 定 ユ ニ ッ ト
１ ７ ・ ・ ・ 加 速 度 比 較 ユ ニ ッ ト
１ ８ ・ ・ ・ 判 定 ユ ニ ッ ト
１ ９ ・ ・ ・ 警 報 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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